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Global Energy Policy Research
GEPR（グローバルエネルギー・ポリシーリサーチ）は、日本と世界のエネルギー政策
を深く公平に研究し、社会に提言するウェブ上の「仮想シンクタンク」です。この機
関は、アゴラ研究所（http://agorajp.com/、東京）が運営し、エネルギー問題につい
ての研究と調査、インターネットでの情報提供、シンポジウムの開催、提言の作成、

書籍の出版を行います。

都知事選、細川護煕氏のよくある錯覚
池田 信夫 · Sunday, January 27th, 2013

都知事選関連で、アゴラ研究所所長の池田信夫氏のコラム2本を紹介します

1・細川護煕氏のよくある錯覚

（アゴラ版）

言 論 ア リ ー ナ
では7.6％の支持しかなかった細川氏だが、きのうの出馬会見も予想どおり支離滅裂だっ
た。BLOGOS
の記事によれば「脱原発」以外の具体的な政策はほとんど出てこなかったが、彼が何を
誤解しているかはわかった。これは小泉氏と同じ、よくある錯覚だ。

現在、燃料費などで、海外に相当なコストを払っているわけですが、今まで
原 発 事 故 の 無 責 任 体 制 の た め に 、 実 は
天 文 学 的 な コ ス ト が か か っ て い る わ け で す
。それが見えない形、税金の形で投入され、コストは安いという誤魔化しと
嘘がまかり通ってきました。原発の安全性の問題や、核のゴミのことを考え
たら、これがいかに割に合わないかは明確であります。

こ の 「 天 文 学 的 な コ ス ト 」 と は 何 の こ と か わ か ら な い が 、 お そ ら く 大 島 堅 一 氏
のいうような電源交付金などの固定費だろう。それは「税金」ではなく電力会社が負担
しているので、「誤魔化し」はない（ここは大島氏は正しく認識している）。こうした
交付金はサンクコストであり、これから原発の新規建設はありえないので、過去のコス
トがいかに「天文学的」だろうと、今後の原発の採算性には関係ないのだ（大島氏はこ
れを錯覚している）。

「 核 の ゴ ミ 」 の コ ス ト も 民 主 党 政 権 が 計 算 し た 。 J B p r e s s
にも書いたように、バックエンドも事故の賠償コストも含めて原子力が最低だ。原発に
「天文学的なコストがかかる」というのは、小泉氏と同じく数字に弱い文科系の政治家
が陥りがちな錯覚である。固定費の金額は大きいが、何十年にもわたって償却されるの
で、図のようにkWh単価は小さいのだ。
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発電コスト（円／kWh）出所：エネルギー・環境会議

原発事故のコストも大きいようにみえるが、大事故の確率は低いので、その期待値は小
さい。たとえば福島事故の賠償額が10兆円とし、これと同じ事故が100年に1度起こると
し て も k W h あ た り 0 . 4
円。これは損害保険で十分カバーできる。コストで考える限り、バックエンドも含めて
原発は十分競争力がある。少なくとも全世界で毎年1万人以上を殺している石炭火力より
安全だ。

問題は、確率的に計算できないテールリスクがあることだ。これも細川氏が錯覚してい
るように「国の存亡に関わる」問題ではなく、福島事故の健康被害は無視できるが、今
後のリスクはゼロではない。これについてはGEPR
にちょっと経済学的な説明をしたので、興味のある人は読んでほしいが、結論としては
大型軽水炉の新設は望ましくない、というのが世界の専門家のコンセンサスである。

しかし既存の原発を止める合理的な理由はない。そのコストは1～2円/kWhと化石燃料に
比 べ て 圧 倒 的 に 安 く 、 法 的 に も 技 術 的 に も 今 す ぐ す べ て 運 転 で き る 。 大 島 氏
も認めたように、すでに10兆円近い天文学的なコストに見合うメリットは何もないのだ。

2・細川護煕氏のスケープゴート

（アゴラ版）

細 川 元 首 相 の 出 馬 会 見
は、合理的に理解しようとすると頭が混乱する。彼の主張は「脱原発」ではなく、すべ
ての原発を再稼動しないで廃炉にすることだ。その目的が不合理な上に、それを実現す
るために都知事選に出馬するという手段が不合理だから、常識で理解することは不可能
だ。

昨 夜 の 言 論 ア リ ー ナ
でも議論したのだが、「発送電分離」を急ぐ国のエネルギー政策も不合理な点では同じ
だ。いまエネルギー政策で緊急に必要なのは、原発を運転して燃料費の浪費を止めるこ
とだが、経産省は電力会社を標的にして自分を「善玉」の側に置こうとしている。これ
は東電を盾にして「支援機構」をつくったときから一貫する霞ヶ関の戦術だ。

これらを合理的に理解しようとすると、共通点は原発＝電力会社というスケープゴート
を仕立てて「正義」を演じようという欲望だろう。これは心理的メカニズムとしてはよ
く わ か っ て い て 、 人 種 差 別 や 反 ユ ダ ヤ 主 義 な ど の ス ケ ー プ ゴ ー テ ィ ン グ
は、集団内の紛争を解決する手段である。この感情は、共通の敵に対して団結する
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集団淘汰によって（少なくとも部分的には）遺伝的にそなわったものと思われる。

エネルギー問題に関心も知識もない一般大衆を論理で説得することは困難だが、こうい
う 勧 善 懲 悪
の感情は誰もがもっているので、それを刺激するのが効果的だ。これはヒトラーから
大 江 健 三 郎 氏
に至るまで、ありふれた政治的レトリックである。ヒトラーはユダヤ人をスケープゴー
トにしたが、反原発運動はそれを「原子力村」や「御用学者」に入れ替えただけだ。

これはカルトによくある手法で、結論は最初から決まっているので、論理は必要ない。
スケープゴートは再帰的な記号なので誰でもよいが、それに使いやすい特性がある。

1・外見で他から区別できる
2・誰の目にも悪そうに見える
3・攻撃されても抵抗できない
4・遺伝的・民族的な特性をもつ
5・金持ちで恵まれている

これがすべて備わっているとは限らず、ユダヤ人や在日は1を必ずしも満たさないし、黒
人は多くの場合、5を満たさない。東電の場合は、不幸なことに4を除いてすべて満たし
ている。これはユダヤ人や華僑に対する差別とほとんど同じ心理的メカニズムで、ここ
には「あいつが金持ちなのは悪いことをしてもうけたからだ」という嫉妬がからむので、
黒人や在日より激しく執拗に攻撃が行なわれる。

泡沫候補の細川氏がこれほど注目されるのは、小泉元首相のダミーとみられているから
だろう。小泉氏の「最終処理場が見つからないから原発ゼロ」などという話はすべて
単 純 な 錯 覚
で、論理的には成り立たない。今回の「東京が原発なしでやるという姿を見せれば、必
ず日本を変えることができる」という彼の話は、もはや論理ではない。

こ ん な 無 意 味 な 論 議 を し て い る 間 に 、 貿 易 赤 字
は史上最大になった。その3割以上は原発を止めたことが原因だ。そして株価は、年明け
から下がり始めた。ここで暴落でもすれば、愚かな政治家も目が覚めるのだろうか。

（2014年1月27日掲載）
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